第2章　気象
年平均天気図（北半球500ミリバール、地上5,500メートル位）をみると、西半球高緯度で高気圧、極東から太平洋にかけてが低気圧という大きな特徴がある。今年は冬と夏に寒気の南下が目立ち、８月を中心とした記録的な冷夏と日照不足、寒冬が特徴的であった。
　台風発生は平年（28個）より少ない24個で昨年と同じで、上陸したのは13号（９月11日）のみであった。
　１月
　冬型の気圧配置が続いて寒い日が多かったが上旬前半と下旬後半に４月上旬なみの暖かさになったため月平均気温は平年並となった。
　２月
　冬型気圧配置が続いたため寒さが継続し、17日は大阪でこの冬一番の低温氷点下2.6度が観測された。下旬に入ってようやく冬型も弱まり周期的天気変化となってまとまった雨が降り３月中旬から下旬の暖かさとなった。
　３月
　気温の変動が大きい月であった。上旬と下旬後半は短い周期で天気が変り気温は高目だったが冬型気圧配置になる日が多く、とくに下旬前半は真冬なみの寒さになった。なお大阪府に、異常乾燥注意報が発表されていた日は月のうち23日に達した。
　４月
　上旬中頃に移動性高気圧が、日本の東海上で発達して５月中旬の陽気となった。月半ばから大陸の冷たい高気圧におおわれ３月下旬の低温に逆もどりした。また21日から23日は西日本一帯で黄砂を観測した。この月の日曜日はすべて雨であった。桜の開花は平年より２日遅い４月３日であった。
　５月
　周期的な天気変化だったが、月前半は寒気が入りやすかったので気温は低目、後半は移動性高気圧におおわれて気温は高目で７月上旬なみの暑さになった。近畿地方の梅雨入りは29日で平年より11日早く、昨年より９日早い。
　６月
　太平洋高気圧が強く空つゆ模様だったが月末にやっと梅雨らしくなり、降水量は平年の75パーセントで平年よりやや高かった。１日には大阪市南部、堺市、河内長野市などで強い雷雨があり浸水被害がでた。ひょうが降った所もあった。
　７月
オホーツク海高気圧が強く曇雨天の日が続き時折豪雨となった。 11日には大阪府中部で50ミリから60ミリとなり関西線が寸断され、14日から15日は京都市で局地豪雨があり浸水被害がでた。気温は平年を下まわる日が多く、太平洋高気圧が一時的に強くなった20日に梅雨が明けた。平年より４日おそく昨年より２日早い。その後、再びオホーツク海高気圧が強まったので、夏の日ざしは数日だけだった。
　８月
　太平洋高気圧の勢力が弱く、オホーツク海高気圧におおわれる日が多かったので平均気温は平年より低く、低温順位第１位の記録となった。日照不足も記録第１位で冷夏日照不足の記録をつくった。７日には雷雨で大阪市港区、堺市、河内長野市で浸水被害が発生した。月末には台風12号崩れの低気圧が瀬戸内をとおり大雨となった。
　９月
　月はじめ高気圧におおわれて30度をこえる残暑となったが南海上に前線が停滞したので長続きせず再び低温となった。 11日台風第13号が九州に上陸北上して日本海に入り暖気をもたらし、その後、移動性高気圧におおわれたので日照不足は解消した。月末には秋雨前線が現われ、10月下旬なみの低温となった。
　10月
　上旬から中旬にかけては移動性高気圧におおわれることが多く、高温の秋晴れが目立った。下旬になると大陸高気圧が発達して寒気が入り、気温は急激に下った。 25日に日本海で発達した低気圧により全国的に異常潮位を観測した。
　11月
　月半ばまでは周期変化で、４日朝は冷えこみ近畿地方の山沿いで初霜や初氷を観測した。月後半は移動性高気圧におおわれることが多く、小春びよりが続いた。とくに下旬は、最低気温の高いのが目立った。
　12月
　月はじめ移動性高気圧におおわれて11月上旬の暖かさだったが、４日は日本海を低気圧が発達しながら通り木枯らし１号が吹いた。その後は冬型気圧配置が続き、とくに12日から16日は強い寒気が入り各地から初霜や初氷の便りがあいついだ。大阪の初霜は12日で平年より12日早く昨年より28日早かった。
